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性、存在からの違った接触反応を持っている（FE, [1936] S.241）」 
「公的なものと共に生きる人間は全く違っている。それは束縛（Bundelung）ではなく、






























































































































の領域と呼ぶ（EZ, [1954] S. 270）。人間の間柄の領域は、相互に向かい合うものの領域
であり、人間相互の交流において見られるものである。その展開をブーバーは「対話的


































































1923『我と汝』        「汝の世界」     「それの世界」 
「真の共同体」    「制度・感情」 
1936『単独者への問い』    「公的なもの」    「大衆化」 
1943『人間の問題』      「間の領域」     「個人主義、集団主義」 
1950『ユートピアの途』    「協同組合」    「中央集権的共産主義、資本主義」 
1954『人間の間柄の諸要素』  「人間の間柄」    「社会的なるもの」 


































































を及ぼす程度に応じて初めて実現されるであろう（PU, [1950] S.983）。」と言う。 
 










































よう。それはパレスチナにおけるヘブライ的協同組合村（ das hebräische 































































































































限にとどめる大きな役割を果してきた。70 年代から 80 年代にかけて、巨額の国防費
や累積債務にあえぎながらも財政破綻することなく、曲がりなりにも順調な経済発展を
成し遂げることができた理由は、これら海外からの資金に負う所が大きい。米国からは、





建国当時の人口は 70 万人に過ぎなかったのが、現在は 650 万人に達している。その
うち、建国後イスラエルにやってきた移民の数は、約 285 万人で約 45％にもなる。特






















































BUBER, Martin：„WERKE Erster Band -Schriften zur Philosophie-”, München: Kösel-Verlag, 
Heidelberg:Verlag Lambert Schneider, 1962（Ⅰと表記） 
・ 1923 „Ich und Du （後書は 1962年に付加）“（IuD）  
・ 1936 „Die Frage an den einzelnen“（FE） 
・ 1943 „Das Problem des Menschen“（PM） 
・ 1950 „Zwischen Gesellschaft und Staat“ 
・ 1950 „Pfade in Utopia”（PU） 
・ 1953 „Gottesfinsternis”（Fin） 
・ 1954 „Elemente des Zwischenmenschlichen”（EZ） 
・ 1956 „Dem gemeinschaftlichen folgen”（Gf） 
・  “A Land of Two People-Martin Buber on Jews and Arabs-”, Edited with commentary by 






























                                                  
1 もちろん「生き生きとした相互的関わり」は感情を内に含んではいるが、それは感情
から生まれてくるものではない（IuD, [1923] S.108）。 
















                                                                                                                                                  
十分である（IuD, [1923] S.110）。 
5 稲村 p.132f参照 
6 カナダのドゥホボール教徒の場合のように、連合的団結が成立したところでも、連合
体自体が孤立したままにとどまり、一般社会になんらの魅力も教育的影響も及ぼさず、
社会主義的な意味での成功を語ることはできない。（PU [1950] S.982f） 
7 クロトポキンが「移住地相互の孤立」と「移住地の社会からの孤立」という二つの契
機を、「失敗とされる原因」として指摘をしたことは注目に値するとブーバーは考え






長、などがあげられる。（出典：外務省 2005年 6月付データ） 







政府は 2002 年以来 3 年続けて緊急経済対策を実施し、歳出削減や税制改革などを
行った。緊縮予算を継続する中で、景気刺激策としてインフラ整備予算の増大、国
営企業の民営化を促進する方針を打ち出しているが、労働組合の抵抗も厳しく、
2003 年末には公共部門が 100 日間に及ぶストを実施、経済にさらに打撃を与えた。 
2004 年も、米国を始めとする世界経済の回復基調に助けられ、同国経済もやや
上向きの傾向を示しているが、産業基盤が脆弱な同国経済は周辺及び国内の治安情
勢次第という点も否めない。差し当たり、力強い経済回復のためには、ハイテク産
業の回復、治安情勢の改善に伴う観光業の復活などが不可欠である。幸い 2004 年
上半期は観光客数が前年同期比 66％増と明るい兆しを見せている。後はＩＴなどの
ハイテク産業の復活に期待される。（外務省ホームページより） 
